
表１ 

 (あ) (い) (う) 

Ａ
Ｂ
Ｃ 

白 Ａ
Ｂ Ｃ  

Ｄ
Ｅ
Ｆ 

赤    

Ｇ
Ｈ
Ｉ 

黒 Ｉ  Ｇ
Ｈ 

 

表２ 

 (あ) (い) (う) 

Ａ
Ｂ
Ｃ 

白 Ａ
Ｂ 

 Ｃ 

Ｄ
Ｅ
Ｆ 

赤    

Ｇ
Ｈ
Ｉ 

黒 Ｉ  Ｇ
Ｈ 

 
表３ 

 (あ) (い) (う) 

Ａ
Ｂ
Ｃ 

白 Ａ
Ｃ Ｂ  

Ｄ
Ｅ
Ｆ 

赤    

Ｇ
Ｈ
Ｉ 

黒 Ｉ  Ｇ
Ｈ 

 

表４ 

 (あ) (い) (う) 

Ａ
Ｂ
Ｃ 

白 Ａ
Ｃ 

 Ｂ 

Ｄ
Ｅ
Ｆ 

赤    

Ｇ
Ｈ
Ｉ 

黒 Ｉ  Ｇ
Ｈ 

 

 

※ ここでの掲載は解答・解説（第 4部は解答例）のみとなります。ご注意ください。 
※ なお、これらの問題別の解説ページは、都合によりプリントアウトができません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２部●●分析的判断力を測る問題 

 
 
問題１ 
条件１と２より駐車場（あ）にはＡＢ

またはＡＣが駐車している。つまり駐

車場（あ）には必ずＡが駐車している。

このことと条件４より駐車場（あ）にはＩ

が必ず駐車している。さらに条件３より

駐車場（う）にはＧとＨが駐車している。

ＢとＣの組合せにより，次の４通りが考

えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当当当校校校講講講師師師ににによよよるるる   

解解解答答答・・・解解解説説説  
今今今後後後ののの適適適性性性試試試験験験対対対策策策のののごごご参参参考考考   

にににしししてててくくくだだださささいいい！！！   

当当当校校校講講講師師師ののの解解解答答答・・・解解解説説説ががが市市市販販販書書書にににててて発発発刊刊刊！！！   

河合塾ライセンススクール講師陣による 2004年実施「適性試験」の解答・解説が 
法学書院発行の月刊誌『受験新報 2004年 9月号』（2004年 8月 1日発行）に登場！ 
大学入試センターの全問題と、日弁連法務研究財団の第 1・2部の一部問題について、 
問題付きで掲載されます。ご興味のある方は、ぜひお求めください！ 
※右の写真は、同雑誌 2004年 7月号です。 

 



（１） 正解３ 
駐車場（あ）にＡとＩが，駐車場（う）にＧとＨが駐車しているという条件を満たすのは３のみ。よって，３が正解。 
 
（２） 正解４ 
Ｃは（あ）（い）（う）のいずれか。Ｄは（い）か（う）。ＧとＨは（う）のみ。よって，４が正解。 
 
（３） 正解５ 
Ｉは駐車場（あ），Ｇは駐車場（う）と確定しているので，５が正解。１は表４，２は表１・表２，３は表３・表４，４

は表１から表４のすべて，で成り立つ可能性がある。 
 
（４） 正解２ 
ＢとＤが同じ駐車場に駐車できるのは表３・表４のみ。Ｄを書き込むと，表４は確定するが（表６），表３はま

だＥとＦが決まらない（表５）。 いずれにしろ，可能性があるのは２（「ＢとＨが同じ」）しかない（表６）。よって，２

が正解。 

 

表５ 

 (あ) (い) (う) 

Ａ
Ｂ
Ｃ 

白 Ａ
Ｃ Ｂ  

Ｄ
Ｅ
Ｆ 

赤  Ｄ  

Ｇ
Ｈ
Ｉ 

黒 Ｉ  Ｇ
Ｈ 

 

表６ 

 (あ) (い) (う) 

Ａ
Ｂ
Ｃ 

白 Ａ
Ｃ 

 Ｂ 

Ｄ
Ｅ
Ｆ 

赤  Ｅ
Ｆ Ｄ 

Ｇ
Ｈ
Ｉ 

黒 Ｉ  Ｇ
Ｈ 



問題２ 
条件を勝敗表にまとめ，現時点での得点を計算しておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１） 正解４ 
Ｄは，あと２試合残した現在の得点が２なので，全試合終了時に７点になることはない。あと２試合で５点取

ることが出来ないからである。よって，４が正解。 
 
（２） 正解４ 
Ａは，あと２試合残した現在の得点が４なので，＋５点以外は合計の可能性がある（××で＋０，×△で＋１，

△△で＋２，×○で＋３，○△で＋４，○○で＋６）。よって，４が正解。 
 
（３） 正解２ 
ＡがＢに勝ったことを勝敗表に書き込み，その時点での得点を計算しておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表７ 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 得点 

Ａ   ３  １ ４ 

Ｂ    １ ３ ４ 

Ｃ    １  １ 

Ｄ  １ １   ２ 

Ｅ １  ３   ４ 

 

表８ 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 得点 

Ａ  ３ ３  １ ７ 

Ｂ    １ ３ ４ 

Ｃ    １  １ 

Ｄ  １ １   ２ 

Ｅ １  ３   ４ 

 



Ａは，あと１試合を残した時点での得点が７なので，最後の試合で勝てば 10得点，引き分けても８得点とな
って，単独１位となる。そこで最後の試合で負けた場合を考える。 

この時点でのＡの得点は７なので，これを超える得点になる可能性がある者を探していくとＤしかおらず，Ｄ

は残り１試合を勝って８点にまですることができる。この場合はＤが単独１位となって，Ａは２位になる（ＢがＣ

に勝っても７点なのでＡの２位はかわらない）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
したがってＡは，１位か２位の可能性はあるが，３位以下にはなりえない。よって，２が正解。 

 
（４） 正解５ 
ＡがＢに勝ち，ＤがＥと引き分けたことを勝敗表に書き込み，その時点での得点を計算しておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 

表９ 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 得点 

Ａ  ３ ３  １ ７ 

Ｂ    １ ３ ４ 

Ｃ    １  １ 

Ｄ ３ １ １   ５ 

Ｅ １  ３   ４ 

 

表１０ 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 得点 

Ａ  ３ ３  １ ７ 

Ｂ    １ ３ ４ 

Ｃ    １  １ 

Ｄ ３ １ １  ３ ８ 

Ｅ １  ３   ４ 

 

表１１ 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 得点 

Ａ  ３ ３  １ ７ 

Ｂ    １ ３ ４ 

Ｃ    １  １ 

Ｄ  １ １  １ ３ 

Ｅ １  ３ １  ５ 

 



７点よりも高い得点を取る者はおらずＡは１位。Ｂは残る１試合でＣに負けたしてもＣが４点となって単独最

下位ではない。Ｃは残り１試合で勝ったとしても４点しか取れないので２位にはなれない。Ｄは残り１試合で勝

ったとしても６点しか取れないので１位にはなれない。Ｅが４位になるのは次の表 12 の場合である。よって，５
が正解。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５） 正解２ 
表７を見ながら考えると，Ｅが単独 1位になるためには残る１試合で勝って 7点を取り，他の人が 7点を取

ってはいけない。ＡとＢは現在４点なので，ＡはＢに勝ってはならず，ＢはＡに勝ってはいけないことになり，こ

の２人の対戦は引き分けにならなければならない。この時点で，２が正解。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに，ＡはＤに勝ってはならず（引き分けか負け），ＢはＣに勝ってはならない（引き分けか負け）。 

 

表１２ 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 得点 順位 

Ａ  ３ ３  １ ７ １位 

Ｂ   ３ １ ３ ７ １位 

Ｃ    １  １ ５位 

Ｄ ３ １ １  １ ６ ３位 

Ｅ １  ３ １  ５ ４位 

 

表１３ 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 得点 

Ａ  １ ３  １  

Ｂ １   １ ３  

Ｃ    １   

Ｄ  １ １    

Ｅ １  ３ ３  ７ 

 



問題３ 
 
（１） 正解１ 
２は条件４に，３は条件２に，４と５は条件１に反する。よって，１が正解。 

 
（２） 正解４ 
条件より次のようになる。 

青 緑 緑 Ｄ Ｅ 緑 緑 青 
ＤとＥには条件３より緑は入らないから，緑はＢＣＦＧの４軒ある。よって，４が正解。 

 
（３） 正解３ 
条件とＡ＝Ｈより次のようになる。 

茶 茶 Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 緑 茶 
隣接する同色の２軒について場合分けをする。まず，ＥとＦの場合（色は青）は，ＣとＤに入る色がない。 

茶 茶 Ｃ Ｄ 青 青 緑 茶 
次に，ＦとＧ（緑）の場合は，次のようになる。 

茶 茶 Ｃ Ｄ Ｅ 緑 緑 茶 
ＣとＤに茶は入れず，ＤとＥに緑が入れないので，Ｄが青と確定する。よって，３が正解。 

 
（４） 正解３ 
左右に関する条件がないので，正しい配列の左右逆転が成り立つ。ということは，１と４，２と５は一蓮托生

なので，可能性がないのは３のみ。よって，３が正しい。 
念のために書いてみる。条件より「茶４＞緑３＞青１」か「茶５＞緑２＞青１」のいずれか。選択肢を参考にし

ながらいくつか作ってみると次のようになる。 

緑 茶 茶 緑 青 茶 茶 緑 
茶 茶 緑 青 茶 緑 緑 茶 
茶 緑 緑 茶 青 緑 茶 茶 
よって，３が正解。 

 
 
問題４ 
 
（１） 正解１ 
２はＢ，３はＡ，５はＣが条件３に反する。また４はＣが条件５に反する。よって，１が正解。 

 
（２） 正解１ 
条件４の後半（ｈならｅかｆ）と条件５の後半（ｆならｃとｈはない）より「ｈならｅ」が確実にいえる。よって，１が正解。 

 
（３） 正解３ 
１は条件３（ｇなら a）に、２は前問（２）の結果（ｈならｅ）に反する。条件６より残るＣ店が最低限取り扱う機種

は，３はａｄｆｇ，４はａｃｆｇ，５はｂｅｈｆとなるが，４と５は条件５の後半に反する。よって，３が正解。 
 



（４） 正解２ 
（１）（３）の結果より，３機種・４機種が成り立つことは明らか。そこで，５機種・６機種が成り立つか否かを検

討する。２機種しかないデジカメ（ｇとｈ）から検討していく。ｇを取り扱うとすると，ｇｄの場合はｂ不可，ｇｅの場合

はａ不可，ｇｆの場合はｃ不可なので，５機種以上は扱えない。ｈを取り扱う場合は，（２）の結果よりｅが必須と

なるもａ不可となり同様の結果となる。ｇとｈを取り扱うとすると，ｅが必須ａ不可なのでｇｈｅｂｃが考えられるがこ

れは条件３に反する。以上より，５機種以上はあり得ず，２が正解。 
 
（５） 正解５ 
（３）の結果より，次の２つの組合せが考えられる。 

 ｂｃｅｈ ｂｃｅｈ ａｄｆｇ … ① 

 ｂｃｅｈ ａｄｆｇ ａｄｆｇ … ② 

１は①に，２と３は②に反する。残る４と５については，ｇとｈに関する５から検討した方が早い。１店でしかｈ

を取り扱わないなら残り２店でｇを取り扱うことになる。条件３より，その２店では必ずａが取り扱われる。よって，

５が正解。 
 
 
【問題４ 別解】 論理式の扱いに慣れていれば，次のような解法のほうがスッキリしていてわ

かりやすいだろう。 
 条件３より ｄ∨ｇ⇒ａ これは２式に分割可能で，ｄ⇒ａ（①），ｇ⇒ａ（②） 
 条件４より ｇ⇒ｄ∨ｅ（③），ｈ⇒ｅ∨ｆ（④） 
 条件５ ｄ⇒¬ｂ（⑤），ｅ⇒¬ａ（⑥）， 
ｆ⇒¬ｃ∧¬ｈ これは２式に分割可能で，ｆ⇒¬ｃ（⑦），ｆ⇒¬ｈ（⑧） 
条件４は分割できないため，ここから考える。 

 
まず，③（ｇ⇒ｄ∨ｅ）でｅを取り扱うと，②と⑥からａ∧¬ａとなり，矛盾。よって，ｇ⇒ｄ。すると①⑤から，

取り扱わないものに¬，取り扱いが不明なものを（ ）で囲んで表すと， 
ａ¬ｂ（ｃ）ｄ¬ｅ（ｆ）ｇ¬ｈ 
ここから取り扱いの可能性は，ａ（ｃ）ｄ（ｆ）ｇ ただし，⑦から（ ）は２者択一と表せる。 

 
次に，④（ｈ⇒ｅ∨ｆ）でｆを取り扱うと，⑧からｈ∧¬ｈとなり，矛盾。よって，ｈ⇒ｅ。すると，⑥と①②の対

偶から，¬ａ（ｂ）（ｃ）¬ｄｅ¬ｆ¬ｇｈ 
ここから取り扱いの可能性は，（ｂ）（ｃ）ｅｈ となる 

 
以上より，各店は，［ａ（ｃ）／ｄ（ｅ）ｆ／ｇ（ ）は択一］か，［（ｂ）（ｃ）／ｅ／ｈ］のいずれかのパターンを選ば

ざるを得なくなる（以下略）。 
 



問題５ 
条件により，次の２通りが考えられる。     には  Ｂ  と  ＥＦ  が３つずつ入る。 

（１） 正解４ 
夕方はＡが３回とも入っているので，ＥＦのペアは受講できない。よって，４が正解。 

 
（２） 正解１ 
条件１・４より，火曜日にＣは受講できない（２と４）。条件５より，火曜日にＤは受講できない（５）。夕方休みの

キャサリン担当日が月曜日だとすると，朝と昼がＣＤでないと週３回受講できなくなる（３）。よって，１が正解。 
 
（３） 正解３ 
Ｃは，昼間はＤと一緒に月曜日か木曜日に受講する。よって，３が正解。 

 
（４） 正解２ 
冒頭の表に「ポール＝木曜日」を書き込むと，次の通りに曜日が確定する。可能性がないのは２（Ｂが月曜

日の昼）のみ。よって，２が正解。 

 
以 上 

キャサリン 
 

  

ポール 
 

ジョージ 
（火） 

朝 ＣＤ    

昼 ＣＤ    

夕  ＡＣ ＡＤ Ａ 

      
       （月）（木） 

キャサリン 
 

  

ポール 
 

ジョージ 
（火） 

朝  ＣＤ   

昼  ＣＤ   

夕  ＡＣ ＡＤ Ａ 

          
         （月）（木） 

キャサリン 
 

（月） （金） 

ポール 
（木） 

ジョージ 
（火） 

朝 ＣＤ    

昼 ＣＤ    

夕  ＡＣ ＡＤ Ａ 

      

キャサリン 
 

（金） （月） 

ポール 
（木） 

ジョージ 
（火） 

朝  ＣＤ   

昼  ＣＤ   

夕  ＡＣ ＡＤ Ａ 

          


